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漁村における生活行動・交流の変化にみる領域感覚に関する考察
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Studies on sense of territory in changes of activities and interactions in fishing village 
-Case study in Kada area, Wakayama Prefecture before and after COVID-19 measures-

○青木佳子 *1 下田元穀 *2, 友渕貴之 *3, 野田満 *4 

Yoshiko AOKI, Motoki SHIMODA, Takayuki TOMOBUCHI, Mitsuru NODA 

On April 16, 2020, the government issued a declaration of emergency to all prefectures as a measure 
against COVID-19. Kada, Wakayama Prefecture, which is a fishing village, has many elderly people, 
so it tried to ensure the safety of the village by closing various facilities in the area earlier than the 
declaration of emergency for COVID-19 as a local village. In this paper, we conducted a web-based 
questionnaire survey on Kada residents and clarified the characteristics of behavioral changes and 
interactions during the COVID-19 countermeasure period. Furthermore, by clarifying the process of 
blockade of area in KADA, and considered the "sense of territory" felt by the residents of the Kada.  

Keywords: Village, Community, Conscious, Fishing Village, Sense of Territory 

Assist. Prof., The University of Tokyo, Dr. Eng. 
Assist. Prof., Osaka University, Dr. Arts Creative  
Assist. Prof., Miyagi University, M.Eng. 
Assist. Prof., Tokyo Metropolitan University, Dr. Eng. 

*1 東京大学生産技術研究所 助教 博士（工学） 
*2  大阪大学大学院工学系研究科 助教 博士（芸術） 
*3 宮城大学事業構想学群 助教 修士（工学）

*4 東京都立大学都市環境学部 助教 博士（工学） 

91− 91 −

報告区分 1 住宅系研究報告会論文集 15　日本建築学会　2020.12



2-2.既往研究と研究の位置付け

注3,4,5,6,7）

注8）

注9）

注10

3.研究の方法 
3-1.研究の構成と分析の方法

3-2.加太地区の概要

3-3.調査対象地のCOVID-19の状況

図 2 緊急事態宣言前後のタイムライン 

図 1 加太地区広域図 
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４．加太における緊急事態宣言前後の行動・交流の変化

, 
, 

73 73

4-1.回答者の属性
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4-2.緊急事態宣言前後の生活の変化（図 3①-1, ①-6, ①-
7）
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4-3緊急事態宣言時の交流・意識の変化
4-3-1 人と会う行動（図 3①-2, ①-4）

, 
, 

51 70% , 
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, , 
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, 18 24
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2 3

4-3-2.人と会わない行動（図 3①-3, ①-5）
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表 1 緊急事態宣言前後の地区の様子 
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4-3-3.地区の賑わい（図 4③-1, ③-3, ③-4） 
, 

60 82% , 
13 18%

, 8
 

, 
59 81% , 

14 19%
, 

60 86% , , 
22 31% , 

21 30%  
4-3-4.マスクの着用（図 4③-5, 図③-6） 
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32 44% , 
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15 21 , 

1 1
, 

, 
 

4-4.緊急事態宣言解除後の生活・意識の変化 
4-4-1.人と会う行動（図 4②-2, 図②-4） 

, 
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4-4-2.人と会わない行動（図 3②-3, 図②-5） 

, 

40 55% , 
16 22%  

, 
49

67% , 
14 19%

6
19%  

4-4-3.地区の賑わい（図 4③-2） 

42 58% , 
15 21%
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4-5.「地区内」「地区外」の行動および意識の差 
 , 

, 
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凡例

①-1
自身の生活の変化

　緊急事態宣言中の生活様態 緊急事態宣言解除後の生活様態

少し変化した
かなり変化した

あまり変化はない
まったく変化はない
わからない

①-2
地区内で人と会う行動

2人
（3%）

1 人
（1%）

21人
（29%）

1 人
（1%）

3 人
（4%）

2 人
（3%）
1 人

（1%）

51人
（70%）

34人
（47%）

19人
（26 %）

19人
（26%）

11人
（15%）

5人
（7%）

4人
（6%）

18人
（25%）

1 0 人
（14 %）

1 6 人
（22%）

7 人
（10%）

4 0人
（55 %）

1 2 人
（16%）

4 人
（6%）

3 人
（4 %）

5 4人
（74 %）

14人
（19 %）

6人
（8%）

1 人
（1%）3人

（4%）

4 9人
（67%）

21人
（29 %）

9 人
（12%）

1 6 人
（22%）

2 3 人
（32%）

3 人
（4%）
1 人

（1%）

31 人
（42%）

6 人
（8%）

①-3
地区内で人と会わない行動

①-4
地区外で人と会う行動

①-5
地区外で人と会わない行動

①-6

①-7

②-1
現在の状態

②-2
地区内で人と会う行動
（緊急事態宣言中との比較）

②-3
地区内で人と会わない行動
（緊急事態宣言中との比較）

②-4
地区外で人と会う行動
（緊急事態宣言中との比較）

②-5
地区外で人と会わない行動
（緊急事態宣言中との比較）
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30 人
（41%）

凡例

少し減った
かなり減った

変わらない
少し増えた
かなり増えた
元から全くない

凡例

少し減った
かなり減った

変わらない
少し増えた
かなり増えた
元から全くない

3 3人
（45%）

凡例

少し減った
かなり減った

変わらない
少し増えた
かなり増えた
元から全くない

凡例

少し減った
かなり減った

変わらない
少し増えた
かなり増えた
元から全くない

現在も緊急事
態宣言時と変
わらない

凡例

やや戻った
日常に戻った

15人
（21%）

1 人
（1%）
5 人

（7%）

4 3 人
（59%）

1 1人
（15%）

5人
（7%）53人

（73 %）

凡例
現在も緊急事態宣言
時と変わらない
や や 戻った が以前 の
状態とまではいかない
通常どおりに戻った
通常より増えた
元から全くない

1 3 人
（18%）

凡例
現在も緊急事態宣言
時と変わらない
や や 戻った が以前 の
状態とまではいかない
通常どおりに戻った
通常より増えた
元から全くない

凡例
現在も緊急事態宣言
時と変わらない
や や 戻った が以前 の
状態とまではいかない
通常どおりに戻った
通常より増えた
元から全くない

凡例
現在も緊急事態宣言
時と変わらない
や や 戻った が以前 の
状態とまではいかない
通常どおりに戻った
通常より増えた
元から全くない

対象者概要

性別：
男性 28
女性 44
その他 1

勤務地：
加太地区内
加太地区外

24
33

なし 16

年代：
10 代
20 代
30 代
40 代

4
2

10
16

50 代
60 代
70 代
80 代

17
17
6
1

● ゲーム（30代・女性）
● 筋トレ（6 0 代・男性）
● マスク作り（6 0 代・女 性）
● 散歩（70代・女性）
● 家呑み（40代・男性）
● 園芸・庭いじり（60代・女性）
● ダイエット（40代・男性）

● ビデオ通 話 の 活 用（3 0 代・女 性）
● サブスクで 映 画 観 賞（5 0 代・男性）
● ギター、断 捨 離（5 0 代・男性）
● いつもとかわらない（80代以上・男性）
● 今まで 出 来 な かったこと（高 校 生・女 性）
● いつもより手の込んだ料理（50代・女性）
● オンライン会議（60代・女性）

● 在宅勤務が導入された（5人・7.1%）
● オンライン会議を導入した（15人・21.4%）
● 外食が減った（44人・62.9%）
● オンラインショッピングの利用が増えた

(新たに始めた)（13人・18.6%）
● 仲間の集まりが中止になった（1人・1.4%）

● 自宅で過ごす時間が増えた（57人・81.4%）
● 家族と過ごす時間が増えた（29人・41.4%）
● 趣味の時間が増えた（12人・17.1%）
● オンライン飲み会（お茶）を行なった（11人・15.7%）
● Zoomを使った講習会に参加した（1人・1.4%）
● 仕事が減った（1人・1.4%）

（複数選択）

（複数選択）

１人
2人
3人
4人

1
2
3
4

5人
6人
7人
７人以上

5
2
0
0

世帯構成（自分を含む）：

加太地区内
加太地区外

31
42

出身地：

0年～5年未満
5年～10年未満

4
4

10年以上 65

加太地域居住年数： 職業：

漁業従事者
農林業従事者
個人事業者(飲食店舗)
個人事業者(飲食店舗以外)
専業主婦

5
0
6

11
9

パート・アルバイト
学生
無職
その他

11
3
6
5

会社員・公務員・教職員 17

n=73 n=73

n=73

n=73

n=73

n=73

n=73

n=73

n=73

n=73

図 3 調査結果１ 
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５．加太における空間利用の変化
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③-1
宣言中の様子

　緊急事態宣言中の生活様態 緊急事態宣言解除後の生活様態

③-3
来街者への意識

（観光客・釣り人）

6 0人
（82 %）

13人
（18 %）

15人
（21%）

1 人
（1%）

5 7人
（78%）

5 9人
（81%）

14 人
（19 %）

③-2 
現在の様子

③-6
マスクの着用（地区外）活
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に
内
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地

化
変
の
活
生
の
身
自

凡例

気にならなかった
気になった

42人
（58%）

6 人
（8%）

15人
（21%）

10人
（14 %）

凡例
どちらかというと、いつも
ほどの賑わいはないと思う
どちらかというと、いつも
より賑わっていると思う
いつもと変わらない様
子だと思う
分からない

n=70

n=70

n=70

凡例

どちらかというと、いつも
より賑わっていたと思う
いつもと変わらない様
子だったと思う

どちらかというと、いつ
もほどの 賑わ い は な
かったと思う

③-4
来街者が気になる状況（複数選択）

● 店や施設に加太外の人がいると気になった（21人・30%)
● 屋外(ビーチや森林など)に加太外の人がいると気になった（22人・31.4%）
● 車の県外ナンバーがいると気になった（60人・85.7%)
● 特に気にならなかった（9人・12.9%)

③-5
マスクの着用（地区内）

3 2人
（4 4%）

3 0人
（41%）

11人
（15 %）

凡例

だいたい着用していた
していなかった

必ず着用していた
凡例

だいたい着用していた
していなかった

必ず着用していた

　
来
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識

マ
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図 4 調査結果２ 
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図 6 施設封鎖期間 

図 5 加太地区の封鎖施設箇所 
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5-3.運営主体と判断のプロセス
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6 考察
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6-1.COVID-19 で顕在化する「よそもの」
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図 7 設置看板 
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6-2.安心領域と経済領域 
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7 結論・まとめと今後の展望 
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注釈 

注 1：和歌山県は，4 月 23 日に緊急事態措置のレベルを上げ，「県外と

の往来の抑制」を目標に掲げている。 

注 2：2020 年 3 月 9 日，政府はクラスター感染予防のため，（①換気の

悪い密閉空間，②多くの人が密集，③近距離での会話や発生，を

避ける）の見解を示した。 

注 3：例えば尾鷲市九鬼町では来訪者を断るための看板を設置した（2020

年 4月 18 日〜6月 1日/九鬼区, 尾鷲市，三重外湾漁業協同組合

の連名)。 

注 4：藤谷英孝，小林秀樹，他 1 名：都市型低層集合住宅における共有

領域の経年変化 経年変化にともなう生活領域の変化に関する

研究 その１，日本建築学会計画系論文, No.672，pp.283〜289，

2012.02 

注 5：藤谷英孝，小林秀樹，他 1 名：高層集合住宅における共有領域の

経年変化 経年変化にともなう生活領域の変化に関する研究 

その２日本建築学会計画系論文，No.680 pp.2313〜2320，2012.10 

注 6：藤谷英孝，他 3 名：所有形態が異なる都市型低層集合住宅の経年

変化 経年変化にともなう生活領域の変化に関する研究 その

３日本建築学会計画系論文，No.680，pp.1883〜1890，2013.9 
注 7：藤谷英孝，小林秀樹：路地空間における領域化と住居開放性 経

年変化にともなう生活領域の変化に関する研究 その4日本建築

学会計画系論文，No.732，pp.311〜319，2017.2 
注 8：藤谷英孝，小林秀樹，他 1 名：既成市街地における生活領域の経

年変化 経年変化にともなう生活領域の変化に関する研究 そ

の 5 日本建築学会計画系論文，No.750，pp.1371〜1379，2018.8 
注 9：福田アジオ：村落領域論，武蔵大学人文学会雑誌 神田秀夫教授記

念号，1980.12 
注 10：水産庁 HP, 「漁村の現状と役割」より。 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/h29_h/trend/1/t1_2
_5_1.html （2020 年 8 月 29 日確認）。 

注 11：春日神社, 阿弥陀寺, 称念寺,光源寺, 常行寺がある。 
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